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みどりの食料システム戦略の推進

○ 我が国では、環境負荷の少ない持続可能な食料システムの構築を進めるため、「みどりの食料システム戦略」を
令和3年に策定。

○ 戦略の実現に向けて、「みどりの食料システム法」を令和4年に制定し、着実に取り進める枠組みを構築。

○ 国の基本方針を踏まえ、令和４年度中には、東北６県をはじめ、全都道府県が市町村と共同して「基本計画」を
作成し、令和5年度から都道府県による農業者の計画認定（みどり認定）が本格的にスタート。

みどりの食料システム戦略策定（令和3年5月）

みどりの食料システム法 施行（令和4年7月）

国の基本方針 公表（令和4年9月）

地方自治体の基本計画

・ 全都道府県が、令和4年度末までに作成・公表
（東北6県も令和５年2～3月に作成・公表）
・ うち、12県23市町村で特定区域（モデル地区）を
設定。東北では、2県5市町村で設定※R5年10月時点

【宮城県】 山元町（ICTスマート施設園芸）
美里町（有機農業の団地化）
涌谷町（有機農業の産地形成）

【山形県】 西川町（木質バイオマス発電活用）
川西町（有機農業の団地化）

・ 都道府県は、環境負荷低減に取り組む農業者の計画を
認定（みどり認定）。認定された農業者へは、税制、融
資、補助事業（優先採択）等により支援。

みどり戦略推進交付金等による取組支援（令和4年～)

東北各県の「基本計画」での主な目標

【青森県】
・低成分肥料活用数量

2,223t(R2) →2,400t(R8)
・特別栽培農産物の取組面積

450ha(R2) →700ha(R8)
・有機農業の取組面積

533ha(R2) →900ha(R8)

【岩手県】
・みどりの食料システム法に基づく
認定農林漁業者数
0人・組織(R3) →3,200人・組織(R8)

・有機農業に取り組む農家数
79戸・組織(R3) →100戸・組織(R8)

・国際水準GAP取組産地割合
0％(R3) →40％(R8)

【秋田県】
・有機JAS認証ほ場面積

419ha(R2) →500ha(R7)
・特別栽培米の作付面積

3,148ha(R3) →6,471ha(R7)
・長期中干しの取組面積

2,783ha(R3) →2,891ha(R7)
・施設園芸におけるヒートポンプの導入数

64経営体(R3) →80経営体(R7)

【宮城県】
・有機JAS取組面積

332ha(R元) →500ha(R12)
・農業者の家畜排せつ物利用量

83.7万t(H30) →109.3万t(R12)
・農林水産業における温室効果ガス排出量
110.1万t(R元) →105.6万t(R12)

【山形県】
・特別栽培農産物認証面積

14,836ha(R元) →16,836ha(R6)
・有機農業の取組面積

609ha(R元) →1,050ha(R6)
・有機認証取得農家数

117戸(R元) →200戸(R6)
・国際水準GAP認証件数

36件(R元) →50件(R6)

【福島県】
・有機農業等の取組面積

2,957ha(R2) →6,000ha以上(R12)
・家畜排せつ物利用量

960千t/年(R2) 
→1,277千t/年以上(R12)

・木質燃料使用量
631千t(R元) →900千t以上(R12)

※CO2換算

東北農政局HP「みどりの食料システム戦略
(基本計画)」のサイト

https://www.maff.go.jp/tohoku/kihon/
m_index.html

1



より持続的な農法への転換に向けた取組の推進（みどり戦略の実践拡大）
○ みどり戦略の実現に向けて、農林水産物の生産、流通、消費に至るまでの環境負荷低減と持続的な発展に向けた地域ぐるみのモデル
地区を創出するため、現場の実践的な取組に対して、「みどりの食料システム戦略推進交付金」等により政策支援

○ 東北管内では、「有機農業産地づくり」や「グリーンな栽培体系への転換サポート」などで令和４年度は44地区、令和５年度は50
地区で事業実施

○ うち有機農業産地づくりの事業では、７市町村で「オーガニックビレッジ宣言」がなされ、令和5年度においても、新たに7県市町で
事業スタート

東北での「オーガニックビレッジ宣言」を行った市町村みどりの食料システム戦略推進交付金
（主な事業メニュー）

【推進体制整備】

地方公共団体での基本計画の点検・改善や情報発信、専門指導員の育成・確
保などを支援

【有機農業産地づくり推進】

地域ぐるみで有機農業に取り組む市町村等での有機農業の団地化、学校給食
等での利用など、生産から消費まで一貫した取組の試行を支援。2025年までにモデ
ル地区100市町村（オーガニックビレッジ宣言）を創出

【有機転換推進事業】

新たに有機農業を開始、慣行栽培から有機農業へ転換する農業者に対して支援

【グリーンな栽培体系への転換サポート】

産地に適した「環境にやさしい栽培技術」（化学肥料・農薬の使用量低減など）
と「省力化に資する先端技術等」（スマート農業技術など）を取り入れた栽培体系
の実証・検証、マニュアルづくりを支援

【バイオマス地産地消対策】

地域のバイオマスを活用したエネルギー地産地消の実現に向けた調査・施設整備
や、バイオ液肥の散布実証・散布車導入などを支援

【地域循環型エネルギーシステム構築】

地域の再生エネルギー資源を活用した地域循環型エネルギーシステム構築の取組
（営農型太陽光発電のモデル的取組、未利用資源のエネルギー利用促進の調査
など）を支援

五戸町

黒石市

二本松市

大潟村

鶴岡市

川西町

米沢市

〔令和5年3月〕

〔令和5年3月〕

〔令和5年4月〕

〔令和5年2月〕

〔令和5年3月〕

〔令和5年4月〕

〔令和5年3月〕

R4補正：28.4億円
R5当初： 4.0億円

農林水産省HP「オーガニックビレッジ」のサイト
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/yuuki/organic_village.html

〔令和5年7月10日時点。全国で計51市町村〕
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秋田県（５件）

山形県（17件）

福島県（８件）

品目・区分 地区 取組例の概要

えだまめ
大館市
北秋田市

生分解性マルチや緑肥等の環境に配慮した

栽培技術及び自動操舵システムやドローン等の省力
化技術の実証

ねぎ
秋田市
男鹿市
潟上市

病害虫発生状況に応じた適期防除（IPM）やプラス

チック被覆肥料の使用量低減、スマート農機の導入
による省力化を組み合わせた栽培体系の検証

品目・区分 地区 取組例の概要

有機産地
づくり

★川西町★鶴岡市
★新庄市★米沢市
山形市 酒田市
高畠町

有機栽培体系の実証、講習会開催、加工品
試作や販路マッチングの推進、有機農産物の
学校給食利用促進

おうとう
かき

★鶴岡市
剪定枝の炭化と施用、化学農薬の使用量低
減、無人草刈機による除草労力の軽減等の
実証

バイオマス
地産地消

西川町
木質バイオマス発電所の導入に向けた事業
性の評価・調査・設計の実施

みどりの食料システム戦略推進交付金を活用した地域の取組

○ 農林水産省では、「みどりの食料システム戦略推進交付金※」を措置し、資材・エネルギーの調達から、農林水産物の生産、加工・
流通、消費に至るまでの環境負荷低減と持続的発展に向けた地域ぐるみのモデル地区の創出を支援

○ 東北管内では、令和４年度は44、令和５年度は50の地区で交付金を活用した取組が始まっているところ。 （※補正予算を含む）

東北管内の取組例・件数（令和５年度） 東北管内の交付金メニュー別の取組割合（n=50）

岩手県（８件）

グリーンな栽培体系への転

換サポート
44%

有機農業産地づくり推進
28%

推進体制整備

10%

バイオマス地産地消対策
8%

地域循環型エネルギーシステム構築
6%

有機転換推進事業

4%

★は、R４年度からの継続地区になります。

品目・区分 地区 取組例の概要

有機産地
づくり

★黒石市
ブランドそばの慣行・有機栽培の収量比較調査、水稲やにん
じんの有機栽培技術の実証、有機農産物の学校給食利用や
ECサイト等の販路開拓

有機転換 弘前市 水稲、豆類、野菜等で新たに有機農業に取り組む農家へ支援

品目・区分 地区 取組例の概要

たまねぎ
★角田市
★大河原町

ドローン等の活用による化学肥料低減、施肥の省力化技術導入

地域エネ
加美町
大郷町
石巻市

稲わら、もみ殻、廃菌床等未利用資材を活用したエ
ネルギーの利用に向けた調査・分析・評価

宮城県（１0件）

品目・区分 地区 取組例の概要

有機産地
づくり

花巻市
一関市

有機質肥料のペレット化、有機農業の栽培技術等講習会、
学校給食における有機農産物の利用拡大、有機農産物の
周知イベントの開催等

水稲 ★県内
｢銀河のしずく｣の化学農薬散布回数削減等による斑点米カ
メムシ防除体系の検証

青森県（2件）

品目・区分 地区 取組例の概要

有機産地
づくり

喜多方市
有機農業セミナーの実施、オーガニックマルシェの実施や県
外イベントへの出店による消費者理解の増進

水稲

喜多方市
（★含む）
北塩原村
湯川村

ドローンを活用した追肥体系導入や直播による省力化技術の
実証、プラスチック被覆肥料低減等の実証、中干し期間延長
によるメタン排出削減、緑肥を利用した栽培体系の検証

さつまいも 会津坂下町
生分解性マルチの使用と機械導入による環境負荷低減、
省力化の検証

【令和５年10月10日時点】

3


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

